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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 2,404 31.8 363 101.4 360 101.0 241 118.5

2022年３月期第３四半期 1,824 28.4 180 － 179 － 110 －

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 252百万円（128.7％） 2022年３月期第３四半期 110百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 92.27 88.11

2022年３月期第３四半期 42.66 40.65

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 3,880 2,613 53.6

2022年３月期 3,831 2,351 47.9

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 2,077百万円 2022年３月期 1,836百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00 －

2023年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,250 17.3 370 27.0 365 26.4 234 28.0 89.49

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）当社は、2022年10月14日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われ

たと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算出しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は、2022年10月14日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2023年３月期の業績予想における１株当た

り当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 2,614,800株 2022年３月期 2,614,800株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 114株 2022年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 2,614,752株 2022年３月期３Ｑ 2,587,809株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2022年10月14日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算出しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 7

○添付資料の目次

- 1 -

株式会社インバウンドテック(7031) 2023年３月期第３四半期決算短信



前第３四半期連結

累計期間（千円）

当第３四半期連結

累計期間（千円）

売上高 1,824,007 2,404,714

営業利益 180,557 363,701

経常利益 179,252 360,328

親会社株主に帰属する四半期純利益 110,408 241,259

前第３四半期連結

累計期間（千円）

当第３四半期連結

累計期間（千円）

売上高 1,203,069 1,712,933

セグメント利益 285,306 531,334

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、新型コロナウイルス感染症の影響に

よるインバウンド需要は政府の入国緩和対策などにより底打ち感が見られ、当社においても入電数や新規案件の

引き合い増など、インバウンド関連は少しづつ回復基調に入っておりますが、本格的な需要増にはまだ至ってお

りません。一方、コロナ禍による生活様式の変化に伴い、新型コロナウイルス関連のスポット案件は緩やかにシ

ュリンクしつつありますが、当初予想を上回る形で継続しており、また、日本語案件の受注拡大などもあり当事

業全体を見ると安定して推移しております。さらに、当社グループにおいては、連結子会社である株式会社シ

ー・ワイ・サポート及び株式会社OmniGridがいずれも計画通りの進捗となり、マルチリンガルCRM事業における

セグメント売上高及び利益に貢献いたしました。

　セールスアウトソーシング事業においては、営業人材の育成及び活動が予定を下回ったこと、また、クライア

ント都合による既存の新電力獲得案件の終了などから当初計画との乖離が生じたものの、外注費の圧縮を始めと

したコストコントロールによって利益の確保に努めてまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期と比べ580,707千円増加し2,404,714千円、営業利益

は前年同期と比べ183,143千円増加し363,701千円、経常利益は前年同期と比べ181,075千円増加し360,328千円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期と比べ130,851千円増加し241,259千円となりました。

　セグメント別の状況は以下のとおりであります。また、各事業分野のセグメント利益は、全社管理部門費用

390,505千円を含まない額であります。

セグメント別概況

・マルチリンガルCRM事業の概況

　マルチリンガルCRM事業におきましては、日本語を含む13カ国語を活用し、外国人と日本人のコミュニケーシ

ョン問題を解決する多言語・通訳ソリューションを24時間365日体制で提供しております。

　コロナ禍以降長らく低迷していた多言語によるサポートニーズですが、政府の入国緩和対策などにより訪日外

国人観光客は底打ち感が見られ、当事業においても入電数や新規案件の引き合い増など、インバウンド関連は少

しづつ回復基調に入っておりますが、本格的な需要増にはまだ至っておりません。一方、営業活動によって日本

語を中心とした国内におけるサポート業務の受託が安定して増加していることに加え、新型コロナウイルス関連

のスポット案件が緩やかに継続しており、当社グループの株式会社シー・ワイ・サポート及び株式会社OmniGrid

についても当第３四半期連結累計期間における業績貢献を果たしております。

　以上の結果、マルチリンガルCRM事業全体では、売上高は前年同期と比べ509,864千円増加し1,712,933千円、

セグメント利益は前年同期と比べ246,027千円増加し531,334千円となりました。
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前第３四半期連結

累計期間（千円）

当第３四半期連結

累計期間（千円）

売上高 620,937 692,597

セグメント利益 110,026 222,872

・セールスアウトソーシング事業の概況

　セールスアウトソーシング事業では、主に当社がクライアント企業に代わって見込みユーザーに対してインサ

イドセールス等を行っております。当第３四半期連結累計期間については、営業人材の育成及び活動が予定を下

回ったこと、また、クライアント都合による既存の新電力獲得案件の終了などから当初計画との乖離が生じたも

のの、外注費の圧縮を始めとしたコストコントロールによって利益の確保に努めてまいりました。

　以上の結果、セールスアウトソーシング事業全体では、売上高は前年同期と比べ71,659千円増加し692,597千

円、セグメント利益は前年同期と比べ112,845千円増加し222,872千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は現金及び預金が増加した一方、未収還付消費税等の減少及び固定

資産の償却などにより、前連結会計年度末に比べ48,655千円増加し3,880,382千円となりました。

　流動資産は前連結会計年度末に比べ77,466千円増加し2,407,944千円、固定資産は前連結会計年度末に比べ

28,811千円減少し1,472,437千円となりました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は長期借入金の減少などにより前連結会計年度末に比べ214,059

千円減少し1,266,404千円となりました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は利益剰余金の増加などにより前連結会計年度末に比べ

262,714千円増加し2,613,977千円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の業績につきましては、最近の業績動向を精査の上、2023年１月13日付にて「業績予想の修正に関

するお知らせ」として業績予想の修正開示を行っております。

　なお、業績予想発表時に見込んでいた新型コロナウイルス感染症の影響については、少なくとも2023年３月期末

までは続くものと見込んでおりますが、業績への影響は現時点において軽微であると判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,657,625 1,961,140

売掛金 518,337 413,703

その他 154,868 33,285

貸倒引当金 △353 △185

流動資産合計 2,330,478 2,407,944

固定資産

有形固定資産 60,420 68,536

無形固定資産

のれん 793,210 740,973

顧客関連資産 399,750 369,000

その他 140,449 161,683

無形固定資産合計 1,333,409 1,271,657

投資その他の資産 107,417 132,243

固定資産合計 1,501,248 1,472,437

資産合計 3,831,726 3,880,382

負債の部

流動負債

買掛金 197,579 129,526

短期借入金 300,000 300,000

１年内返済予定の長期借入金 144,000 144,000

未払法人税等 77,419 58,787

賞与引当金 2,371 1,507

その他 218,089 199,571

流動負債合計 939,459 833,392

固定負債

長期借入金 540,000 432,000

資産除去債務 1,003 1,012

固定負債合計 541,003 433,012

負債合計 1,480,463 1,266,404

純資産の部

株主資本

資本金 547,367 547,367

資本剰余金 584,031 584,031

利益剰余金 705,351 946,611

自己株式 － △166

株主資本合計 1,836,750 2,077,844

新株予約権 374 10,699

非支配株主持分 514,137 525,434

純資産合計 2,351,263 2,613,977

負債純資産合計 3,831,726 3,880,382

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

売上高 1,824,007 2,404,714

売上原価 1,420,134 1,641,202

売上総利益 403,873 763,512

販売費及び一般管理費 223,315 399,811

営業利益 180,557 363,701

営業外収益

受取利息 7 8

保険解約返戻金 9 －

還付加算金 － 145

その他 8 28

営業外収益合計 25 182

営業外費用

支払利息 1,325 3,555

その他 5 －

営業外費用合計 1,330 3,555

経常利益 179,252 360,328

税金等調整前四半期純利益 179,252 360,328

法人税、住民税及び事業税 62,200 110,232

法人税等調整額 6,643 △2,459

法人税等合計 68,844 107,772

四半期純利益 110,408 252,555

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 11,296

親会社株主に帰属する四半期純利益 110,408 241,259

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

四半期純利益 110,408 252,555

四半期包括利益 110,408 252,555

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 110,408 241,259

非支配株主に係る四半期包括利益 － 11,296

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
マルチリンガル

CRM事業
セールスアウト
ソーシング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,203,069 620,937 1,824,007 － 1,824,007

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,203,069 620,937 1,824,007 － 1,824,007

セグメント利益 285,306 110,026 395,333 △214,775 180,557

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
マルチリンガル

CRM事業
セールスアウト
ソーシング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,712,117 692,597 2,404,714 － 2,404,714

セグメント間の内部売上高

又は振替高
816 － 816 △816 －

計 1,712,933 692,597 2,405,531 △816 2,404,714

セグメント利益 531,334 222,872 754,206 △390,505 363,701

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　（注）１．セグメント利益の調整額△214,775千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「マルチリンガルCRM事業」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に株式会社シー・ワイ・サポ

ートの株式を取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額

は、当第３四半期連結累計期間において、42,656千円であります。

　「マルチリンガルCRM事業」セグメントにおいて、当第３四半期連結会計期間に株式会社OmniGridの株式

を取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。

　当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間において、1,188,775千円であります。な

お、のれんの金額は、当第３四半期連結会計期間において取得価額の配分が完了していないため、暫定的に

算出された金額であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　（注）１．セグメント利益の調整額△390,505千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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